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注意点 
・従来通りの国語・算数・社会・理科の４教科入試と、4 教科に英語を加えた５教科入試を実施します。 

・4 教科入試同様に５教科入試にも定員を設けます。 

・英語の筆記試験（45 分・英検３級～英検２級レベル）には基準点を設けます。 

・5教科入試が不合格だった場合、英語の試験を除いた4教科の合格基準に達していれば4教科で合格とします。 

・第１回・第２回は同傾向です。 

 

教科と配点  
【第１回・第２回】 
国語４５分・１００点  算数４５分・１００点  社会４０分・７５点  理科４０分・７５点 （４教科計３５０点満点） 

・4 教科＋英語 45 分・100 点（5 教科計 450 点満点） 

 

【課題作文試験】 
簡易な適性検査型課題作文（人文社会系４５分・１００点、理数系４５分・１００点）   

面接５分～１０分 

 

4教科（国語・算数・社会・理科）の傾向 
・基礎基本を重視した出題で、受験者平均点を６０％弱に設定して作問をしています。 

・特定教科による足切り点などはありません。合計点で判定します。ただし、平均点が６０％弱、ボーダーラインがそ

れより１０％程度高いことが予想されますので、極端な苦手科目があるとボーダーラインに届きにくくなります。 

           

出題傾向 

国語（４５分 １００点） 大問３題 

 
１．漢字  第１回、２回とも問一は今年同様「書き取り」の問題。問二は漢字の成分や成り立ちを意識して学習して

おくとよい。加えて、これまで通り、物語的文章または説明的文章の中で一～二題の「書き取り」問題を予定してい

る。 

２．説明的文章  一般書・新書などから出題する。漢字、接続詞、段落、内容理解、本文に対する意見や具体例

を考える問題など。漢字も含めて記述式と選択式の解答。要約力、文章構造も問う。文意を丁寧に追っていけば

確実に取れる問題である。 

３．物語的文章  ここ数年出題した作家と同傾向で出題。これまで出題した作家であることもあり得る。これまで出

題した作家は宮沢賢治、小川未明、坪田譲治、太宰治、有島武郎、芥川龍之介、志賀直哉、井伏鱒二、川端康

成、新美南吉など。場面・情景・心情などをていねいに出題する。また、自分で本文から類推する問題、比喩・オノ

マトペ・慣用句など表現に関する問題も出題する。 

 

※記述式の問題について。指示語の指示内容・接続詞・理由説明・心情説明など、国語のテストでよく目にするも

ので、字数指定がある、解答の説明文の空欄にあてはまるように書くなどの形式。文章全体を要約するような問題、

内容に対しての自分の意見を書くような問題も出題する。字数についてはおおむね例年通り。 

 

算数（４５分 １００点） 大問７題 

 

１．小問集合（計算問題など） ２.～４．中問  ５.～７. 大問 

※ 特定の分野だけを深く勉強するのではなく、広く勉強してほしいので、様々な分野から出題する。 

※ 途中の式や考え方を記入する問題を出題している。 

※ 「答に至る理由や考え方そのものを、文章で表現する問題」を出題している。（記述量は 2 行程度） 
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社会（４０分 ７５点） 大問３題 

 

１．歴史分野［日本の歴史］ ２．地理分野［日本の地理］ ３．公民分野［政治・経済］ 

※各分野において、グラフ・表・図・地図などの資料から読み取る問題も出題する。 

※新聞・テレビなどでよく報道されている内容も出題の対象としている。 

※漢字指定で解答する用語問題は、漢字で正しく書かないと不正解となる。 

※分野によっては、１５～５０字程度の説明問題を出題している。ポイントを押さえてわかりやすく説明することが大切

である。 

 

理科（４０分 ７５点） 大問４題 

 

１．生物分野 ２．地学分野 ３．化学分野 ４．物理分野 

※単なる知識だけではなく、思考力・計算力も問う。簡単な記述問題もある。また、総合的な内容もこれまで通り出

題するので、身近な現象・エネルギー・環境などにも関心を持ちながら、各分野バランスよく学習することが求めら

れる。 

 

 

英語（４５分 １００点） 

全問を通じて、実用英語技能検定３級から２級レベルの出題です。 

 
１．リスニング（４０点） 

二人の会話を聞き、その内容に関する質問に答えます。問題数は１４題で、放送は１回です。 

短い英文を聞き、その内容に関する質問に答えます。問題数は６題で、放送は１回です。 

 

２．リーディング（４０点） 

英文を読み、その内容に関する質問に答えます。大問数は２題です。図や表を用いた問題を出題することもありま

す。 

 

３．ライティング（２０点） 

問題文に対するあなたの意見とその理由を２つ書く問題です。語数は 50〜60 語です。語数、言語面、内容面を基

準に採点します。 

 

 

課題作文（４５分×２種類） 

 
課題作文  人文社会系・・・  ４５分  全問合計で２５０～４００字程度 

        理数系    ・・・    ４５分  全問合計で２００～４００字程度 

※いずれも簡易な適性検査型課題作文で、文章の他に表・グラフ・図などの資料を参照しながら解答する問題も

含まれる。 

※面接（５～１０分程度）の設問は、日常生活や興味・関心など、とくに事前の対策をしなくても答えられる内容であ

る。 
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国語 

・全体を通して

大問構成は一回・二回入試ともに同じように出題しました。大問１は、漢字問題で、ふたつのブロッ

クにわかれています。大問１は説明文、大問３は小説となっています。大問３の小説は、「名作シリー

ズ」と読んでいますが、比較的古い、名作が出題されており、今年度は第一回が宮沢賢治、第二回では

菊池寛が出題されました。

 漢字の問題の２題目は、毎年、形声文字に関わる問題、部首や音記号から漢字を推測する問題を出題

しています。部首は意味を表し、残りの部分は音を表します。部首の意味そのものは試験では必要とし

ないよう配慮していますが、過去問題を解きながら、漢字の部首の意味を意識して、音記号に合わせて

部首を変える練習をするとよいと思います。なお、この問題の形式は前年と同じとは限りませんので、

問題文をよく読んで考えましょう。 

 また、小説・説明文合わせて 140 字程度の記述問題が出題されています。本文に書かれている言葉を

単につなぎ合わせるだけでは適切な答案は書けません。本文の内容を自分の言葉で捉えなおして、筆者

は何を言おうとしているのかと考えてみる練習が、ふだんから必要となるでしょう。そして、筆者の主

張を読みとくだけではなく、その主張についてどのように考えるのか、自分なりの問題意識を持ってほ

しいと思います。 

・差のついた問題について

 合格者と不合格者の差がついている問題の傾向としては、①基本的な知識を問う問題、②問題の後半、

もしくは小説の問題、③文章の全体を読んでしっかりと言いたいことを理解する問題、④問題の指示を

よく読んで、自分の言葉で書く問題であると言えます。 

① 第一回入試では、漢字の問２の形声文字の問題が、20%程度の差がつく問題となり、第二回入試で

は、小説の副詞を答える問題が 20%程度の差がついています。第二回の漢字の問２ではさほど差がつ

いていないことを考えると、前年と形式がやや変わったことで戸惑ってしまったのではないかと思い

ますが、問題自体はさほど難しくありませんので、問題をしっかり読んで対応することが大切です。

次年度以降も意図は同様ですが、まったく同じ形式で出題するとは限りませんので、問題文をしっか

り読むようにしましょう。

② 第一回は説明文よりも小説の問題、後半の問題で差がつく傾向にあります。第二回でも小説の方で

差がついているように見えますが、だいぶ解消しています。ここから考えると、小説で差がつくので

はなく、時間配分の問題で、後半まで手が回らなくなったことによるのかもしれません。第一回の小

説の最後の記述問題は、疑問に思ったことをどう調べるかを問う問題ですが、問題で与えられた情報

から自分の頭で考えるだけの問題で、比較的簡単です。こうした記述を敬遠したかどうかが合否をわ

けたように感じます。第二回では反省が生きて時間配分がうまく行った受験生が増えるということの

ようなので、過去問題を解く時から時間を意識するのがよいでしょう。

③ 第一回の小説では、シグナル、シグナレス、おつきの電柱の位置関係を問う問題を出題しました。

実は問１で、「風が強いこと」「風上」「風下」を考える出題をしており、この問では合否の差がつ

い ていません。ここで問われたことを使って、位置関係を当てはめるのですが、こうした作業にな

ったとたんに差がついているようです。第一回の説明文の問８の記述も全体をまとめる問題で比較的

差がついています。

④ 第二回の説明文の問６では、「学校で学ぶ抽象的な概念を生活の経験に結びつけた例」を挙げる問

題です。本文の理解というよりは、自分の頭で考える問題となります。先ほど指摘した第一回の小説

の最後の記述も同様ですし、漢字の問２もそういう問題です。第二回の説明文の問７で、別の文章を

使った出題でも、その文章をしっかり理解することが求められており、そうした問題で差がついてい

ます。

芝浦工業大学柏中学校

2026年度中学入試分析
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漢字の問２。知識問題や問題文の指示で、答えていく問題。 

形式は毎年同じとは限りませんので、問題をよく読んで答えまし

ょう。 

答え Ａ 賀  Ｂ 禍  Ｃ 菓  Ｄ 貨 

問
二 

形
声
文
字
は
意
味
を
表
す
部
首
と
音
を
表
す
部
分
で
で
き
て
い
る
と
聞
い
た
生
徒
た
ち
が
「
カ
」
と
読
む
音
記
号
に
つ
い
て
話

し
て
い
ま
す
。
会
話
を
読
み
、
後
に
示
す
音
記
号
を
参
考
に
Ａ
～
Ｄ
の
傍
線
部
の
漢
字
を
を
答
え
な
さ
い
。 

  
 
 

  

音
記
号
：
加 

果 

化 

咼 

      

Ａ 

「
こ
の
字
に
は
、
祝
う
と
い
う
意
味
が
あ
っ
て
、
お
祝
い
に
つ
き
も
の
の
お
金
の
意
味
を
持
つ
『
貝
』
が
つ
い
て
い
る
ね
。

部
首
が
『
木
』
に
変
わ
る
『
十
字
『
カ
』
の
『
カ
』
だ
ね
。
」 

 

 
 

 

Ｂ 

「
『
礻
（
し
め
す
へ
ん
）
』
は
『
示
す
』
で
神
様
や
祖
先
の
意
味
ら
し
い
け
ど
、
そ
れ
が
つ
く
と
『
わ
ざ
わ
い
』
と
い
う
意

味
の
字
に
な
る
ね
。
『
⻌
（
し
ん
に
ょ
う
）
』
は
『
行
く
』
と
い
う
動
き
を
表
す
ね
。
た
し
か
に
去
っ
て
い
く
感
じ
だ
。
」 

 

Ｃ 

「
『
艹
（
く
さ
か
ん
む
り
）
』
は
植
物
を
表
す
か
ら
、
こ
れ
が
つ
く
が
つ
く
と
食
べ
物
を
表
す
字
に
な
る
ね
。
子
ど
も
た
ち

が
大
好
き
な
も
の
だ
よ
ね
。
『
衤
（
こ
ろ
も
へ
ん
）
』
は
『
衣
』
を
表
す
け
ど
こ
の
字
は
『
は
だ
か
』
と
い
う
意
味
に
な
る

ね
。
な
ぜ
だ
ろ
う
。
音
も
『
ラ
』
に
変
わ
っ
ち
ゃ
う
し
。
」 

 

Ｄ 

「
『
貝
』
が
つ
い
て
い
る
こ
の
字
は
ま
さ
に
価
値
の
あ
る
も
の
を
表
し
て
い
る
ね
。
『
革
』
を
つ
け
る
と
毎
日
履
く
も
の
に

な
る
ね
。
」 
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指
示
に
し
た
が
っ
て
、
自
分
で
考
え
る
問
題
。
「
蔵
書
リ
ス
ト
に
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
が
あ
る
か
調
べ
る
」
「
日
記
に
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
を
読
ん

だ
記
録
が
な
い
か
調
べ
る
」
な
ど
、
答
え
は
本
文
と
は
関
係
な
く
、
自
分
で
考
え
る
も
の
で
す
。 

本
文
と
は
比
較
的
関
係
な
く
、
こ
の
傍
線
部
の
意
味
を
そ
の
ま
ま
、
日
常
生
活
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
れ
ば
よ
い
。
模
範
解
答
で
は
、
「
算
数
の
割
合
の
学
習
」
と
「
買

い
物
で
得
を
し
た
」
ぐ
ら
い
の
こ
と
が
書
け
れ
ば
よ
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 
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問１で、シグナルにシグナレスの声が聞こえないの

を、風のせいであることを聞いている。話全体とし

て、おつきの電信柱も話の内容がわからないので、

それを踏まえて位置関係を決めていく。話全体を想

像して、場面が浮かんでいるかを問う問題。 
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算数 
 

・分野について 

 
出題分野については, 速さ, 割合, 特殊算, 図形などバランスよく出題をしています。そのため, 苦手分野を 

作らないようにしましょう。 

2026年度入試に関しては, 

  ・第 1回、第 2回ともに平均点は約 60点でしたが、合格者平均点と不合格者平均点は約 20点の差が 

   ついています。 

・ 上記の理由は、不合格者は各問題の(1)を間違えて、(2)(3)と続けて間違えてしまうケースが多く見受け 

られました。 

・第 1回第 2問「平面図形」 、第 1回第 5問「立体図形」、第 2回第 2問「平面図形」、第 2回第 5問 

「平面図形」といずれも図形の問題で(1)から大きな差となりました。 

・第 1回第 4問「割合の問題」、第 7回「速さの問題」など受験典型問題でも差がついています。 

    →中学受験参考書にあるような典型問題は確実に解けると有利に働きます。 

・ 第 2回第 3問のような「規則性のある事象を実際に手を動かして求める問題」で差がついています。 

    →日頃から規則性を素早く整理して表現する力を養うと良いでしょう。 

 

・解答方法について 

 

    算数の解答方法は, 「解答のみを答える問題」「解答に至る考え方も含めて答える問題」さらにここ数年は 

「答えに至る理由や考え方を文章で表現する問題」があります。日頃から自分の考えを式や文章で表現 

できるように練習しましょう。  

 

・時間配分について 

 

すべての問題に取り組めるようにすると良いでしょう。 さらに, 合格に近づくためには、 

① 大問５，６，７の後半の設問などの難しい問題を１問正解するよりも, 少し複雑な計算問題もミスなく丁寧に行

うこと   

② 大問５，６，７の前半の問題を確実に正解すること 

が大切です。 
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❑ 差のついた問題① 第１回  第 6問   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この問題は、設定を初めて見る問題かと思います。まずは, 長い文章を読み切る読解力を身に付けましょう。 

(1)は上面、正面、側面など数える順番を決めて丁寧に数えましょう。答えは 16個となります。  

また, (2)は答えに至る理由や考え方を文章で表現する問題です。解答例の一つとして「面：Ｈ、理由：Hに 3を書く

と穴の空いた積み木の合計は 3個増える。Hを除く A～Sに 3を書いても穴の空いた積み木の合計は 2個までしか

増えない。よって、Hに 3を書くことで穴の空いた積み木の個数は最大となる。」です。日頃から, 書いて調べてみたり, 

それを数学的に考察する習慣を身に付けて下さい。 
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❑ 差のついた問題② 第２回 第 7問 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題文は長いですが、中学受験参考書にあるような「流水算」の問題です。 

(1)  P地点から泳がず浮いていた場合, 3分で 1周するので,   

(水の速さ)=2×15×3.14÷3=分速 31.4m,  

また, A くんは P地点から時計周りに一定の速さで泳ぐと 1分で 1周するので 

(A くんの速さ)＋(水の速さ)＝2×15×3.14÷1=分速 94.2m 

より,    (A くんの静水での速さ)=94.2－31.4=分速 62.8m   

(2) Ａくんは P～Qまで 3/4 分=45秒より,  B くんは P～Q まで 45-15=30秒 かかるので,   

(B くんの静水での速さ)-(水の速さ)=2×15×3.14×1/4 ÷1/2 =分速 47.1m 

よって,    (Bの静水での速さ)=47.1+31.4=分速 78.5m   
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社会 

・ 全体を通して 

 

 社会科は、歴史・地理・公民の３分野から出題されます。各分野ともに、学習項目のなかから

幅広く出題しますので、万遍なく学習することが大切となります。 

 本校社会科の入試問題の特徴は、2022年度入試からは若干問題数を減らしましたが、それでも

問題数は少なくありません。また、思考力を問う出題も少なくありませんので、解答を導くため

に時間を要する問題もあります。したがって、効率よく解答していくことが大切です。たとえば

得意な分野から解答を始める、時間がかかりそうな問題は後回しにするなど、あらかじめ自分な

りの解答のルールを決めておくと解答がスムーズに進められると思います。社会科の入試問題の

傾向は、ここ数年大きくは変わっていませんので、過去の入試問題を参考にして、自分なりの解

法をみつけだして実践してください。 

 社会科の３分野のなかでは、公民分野で差がつきやすい傾向にあります。これは、公民は最後

の大問として出題されているため、最初から解き始めた受験生のなかには公民の解答を始めた段

階で残り時間が限られている場合もあるのに加えて、小学校６年次の学習分野にあたるため、学

習の定着が間に合わず成果をあげられにくい傾向にあり、また学習内容も制度や規定などが中心

であり、歴史・地理などと比べて抽象的な内容も多いため、十分な理解におよびにくいこともそ

の要因といえます。 

 本校の入試においては、歴史・地理・公民各分野にまたがる総合問題での出題はありませんが、

文章や図・グラフ・写真などのいくつかの要素から判断して解答する問題も含まれています。ま

た、他の分野の知識なども含めて考察する問題もあります。これらの問題を解く場合には、皆さ

んが日ごろから学習した理解度を基に、文章の読解力、資料への理解力や活用など、いろいろな

能力を駆使する必要があります。この点についても、過去の入試問題を参考にして、どのように

解答を導けばよいかを、あらかじめ理解し、いろいろなタイプの問題にも対応できるように準備

しておきましょう。 

 また用語に関しても、その内容や意味まで理解しているかをはかる問題もあります。１つ１つ

の内容や用語の理解につとめる学習を心掛けてください。 
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・差のついた問題について 

〈歴史〉 第１回 １ 問４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この問題は合格者の正解率は 68％ですが、合格者と不合格者の差が 14％と昨年度入試の１回

目としては開きました。 

正しい選択肢を１つ選ぶというオーソドックスな形式の出題ですが、この問題には合否間で

正解率に差がつきやすいいくつかの理由があります。 

１つ目は、時代を特定した問題ではなく、テーマ史の問題、この場合には法律の歴史に関わ

る問題です。テーマ史の場合にはいろいろな時代に関して正誤の判断をしなければいけないため、

各時代の事象に関して正確に理解していないと正解を導けません。今回は法律の歴史でしたが、

これ以外にも外国との関係を示す外交史・対外関係史や経済・産業にかかわる歴史、文化史など

は差がつきやすいテーマ史なので、しっかりと理解を深めておくことが大切です。これらのテー

マに関しては、各時代の歴史事象をしっかりと把握・理解しておく必要があります。 

２点目は、江戸時代末期以降の近現代史の出題を含んでいるということです。近現代史の問

題は、それ以前の時代の問題と比べて比較的正解率が低めで、差がつきやすい傾向にあります。

この理由の 1 つは、この時代は小学校６年生での学習事項となることが多いため、学習が計画通

り進まず、仕上がりが遅れる傾向にあるからです。他の理由としては、近現代史は、それ以前の

時代の学習事項に比べて、社会の発展などによって内容が複雑になり、細部まで事象や流れを理

解しなければいけないなど、深い学習が求められるという点です。そのため、江戸時代以前の歴

史と比べても、近現代史は難しく感じるはずです。本校の入試では、第二次世界大戦後の現代史

の問題も出題します。これらの点も踏まえて、近現代史も含めて早めに対策をたてることをおす

すめします。 

この他にも、今回はそれほど差が開きませんでしたが、第１回１問１や問 11、第２回１問 10

のように時代の並べ替えや順番を答える問題も、差がつきやすい出題形式です。本校の入試では

西暦を答える問題は出題しませんが、歴史の流れは重視していますので、流れを把握する学習に

もつとめてください。 
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〈地理〉 第２回 １ 問２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 合格者正答率 58％・不合格者正答率 38％で合否差が 20％と最も差のついた問題でした。都道府

県・市町村の気温・降水量に関する問題です。各都道府県や市町村の気候を暗記するのではなく、

各地方の気候の特徴をしっかりと理解する必要があります。今回は北海道、秋田県、岩手県、長

野県の県庁所在地が出題されました。冬の気温はいずれの市町村も低く、単純な緯度の高さだけ

では判断できません。この中で緯度が 1 番低い長野県を冬の気温が 1 番高い D と考えるのではな

く、まずは全体を捉えましょう。 

 この中で 11 月から 2 月の降水量が最も多い D は日本海側の気候と判断できます。日本海側に位

置する秋田県を D と判断しましょう。次に全年の降水量に着目しましょう。B は降水量がほかと

比べて少なく、夏と冬の気温差が大きいことがわかります。このことから山脈が季節風をさえぎ

ることで雨雲が少なく、温まりやすくて冷めやすい内陸と判断できます。よって B が長野県とな

ります。残った A と C は冬の降水量と気温から判断できます。A は冬の降水量が少ないことから

太平洋側の気候、C は気温が低いことから北海道と判断できます。よって今回問われている A は

岩手県となり、答えは盛岡市となります。 

 このように市町村の気温や降水量を覚えるのではなく、緯度や山脈の位置を考え、答えを導け

るように普段から勉強をしましょう。また、年によっては雨温図で出題されることもあります。

グラフの読み取りもできるようにしておきましょう。 
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〈公民〉 … 第 1回 ３ 問３ 

 

 

正答率が 76％と社会科全体の正答率よりも高い中で、合否差 15%と第１回入試社会科のなかで

最も差がついた問題の一つです。正答率が高い中で合否差がついたということは、この問題は落

としてはいけなかった問題だったということができると思います。同時に、この問題の合否差に

は、単に社会科の勉強をやりきることができたかどうかだけでなく、社会科の学習にのぞむ際の

大切な学習姿勢の差が表れているように思われます。 

 この問題の正解は、エ）です。インターネットや SNS を用いた選挙運動が 2013 から解禁され

たことは、多くの参考書で小さく取り上げられていますが、細かい内容のため、これが正文であ

ること自体に確証を持てた受験生は多くなかったのではないかと思います。 

 そのため、この問題では、他の選択肢が誤文であることを判断できたかどうかが重要です。そ

の際、ア）とイ）は社会科の学習内容として繰り返し説明されることがらであり、社会科の学習

に意欲的に取り組んでいれば把握することができたと考えられます。一方で多くの受験生が判断

に困ったのは、ウ）だったのではないかと思われます。投票に行かない人に罰金が科せられてい

るか否かを説明してくれている参考書はあまりないでしょう。投票率が低いことは多くの受験生

は把握しています。「投票率が低いことを踏まえれば、罰金が科せられることもあるかもしれな

いけど、最近本当に罰金が科せられたかどうか・・・」。この疑問に答えられるかどうかの鍵は、

教科書・参考書を超えて、実際の世の中、社会の動きに目を向けられているかどうかでしょう。

2025年は７月に参議院選挙もありました。家族が投票する姿を見たこと、家族とそれについて話

したこと、選挙についてのニュースを見たことがあれば、罰金という仕組みが本当にあるのかど

うか判断の助けになったでしょう。また、参議院選挙の時期にインターネット画面に政党の広告

が多く上がっていたことを思い出せれば、エ）が正答であることに確信を持つこともできたでし

ょう。 

 教科書・参考書の基本的な知識理解については、ある程度どの受験生も覚えてきます。そのう

えで、ぎりぎりのところで差が付くのは、社会科を単に受験のための暗記科目とせずに、実際の

社会の出来事に結び付けて考え、社会科の知識を土台に実際の社会に関心を向けられているかど

うかです。ぜひ、そのような姿勢で学習に取り組んで欲しいと思います。 
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理科 

・全体を通して 

 

 中学１，２回入試いずれも生物・地学・化学・物理の４題構成になっています。生物・地学・

化学・物理がまんべんなく出題され、合格者平均の得点率は 60％を超えることが多いです。よっ

て、極端な苦手分野があるとボーダーラインに届きにくくなりますので、各分野バランスよく学

習することが必要です。 

 

・差のついた問題について 

 

合格者と不合格者では、① 計算問題 ② 実験操作の意味や実験結果の考察を問う問題（選択、

記述） で差がつくことが多いです。ボーダー付近では特に① 計算問題が合否に大きく影響し

ています。 

1． ２段階以上にわたる計算問題やグラフや表から読み取った数値を用いて計算につなげる問

題でとても差がついています。 

2.  原理の説明や実験操作の意味、実験結果に関して考察させる問題は、一つ一つになぜその

ような操作を行うのか、結果に対してなぜそのような考察を行うのかを日頃から意識して

学習するとよいでしょう。今年度入試のように選択式で問われたり、指定字数以内（10～

50字程度）の記述が要求されたりします。 
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2026年度入試で差がついた問題例【１】…   ① 計算問題 ＋ ② 実験結果の考察 

第１回入試より ３（４） 

〔問題〕 

３ 素材のわからない４種類の金属のかたまりＡ～Ｄがあります。これらは、金、アルミニウム、 

鉄、銅のいずれかであることはわかっています。 

それぞれの性質を調べた結果は次のとおりです。 

 

Ａは、持ってみると同じ大きさの他のかたまりよりもずっしりと重く、ハンマーでたたくと、

非常に薄(うす)く広がりました。Ｂは、赤みのある茶色をしており、Ｃだけが磁石につきました。 

また、塩酸を数滴(てき)かけると、ＣとＤから気体の泡(あわ)が発生して、ＡとＢには変化は見

られませんでした。水酸化ナトリウム水溶(よう)液を数滴かけると、Ｄから気体の泡が発生して、

Ａ,Ｂ,Ｃには変化は見られませんでした。 

金属Ｂ,Ｃ,Ｄの３種類が同じ大きさの細かい粒(つぶ)で、一定の割合で混ざっている物質Ⅹが

あります。Ⅹに含(ふく)まれるそれぞれの金属の重さの割合を求めるために、次の実験を行いま

した。 

Ⅹを 1.0ｇとって大きな試験管に入れ、反応するのに十分な量の塩酸または濃(こ)い水酸化ナ

トリウム水溶液を加えて、発生した気体の体積をはかったところ、塩酸を加えたときは、 

300ｃｍ３、水酸化ナトリウム水溶液を加えたときは、200ｃｍ３の気体が発生しました。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 塩酸 または水酸化 

ナトリウム水溶液 
 

 金属の細かい粒（Ｘ） 

 

 また、金属Ｂ，Ｃ，Ｄそれぞれについて、0.1ｇをとって、同様に塩酸や水酸化ナトリウム水

溶液を加えたところ、以下の量の気体が発生しました。 
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小問 (1)～(3)（省略） 

 

(4) 物質Ｘ1.0ｇに含まれている金属Ｄの重さは何ｇですか。四捨五入して小数第 2 位まで答え

なさい。 

 

【解答】 0.15ｇ 

【解説】複雑な計算問題の攻略には、金属ごとの化学的性質を「知識」として定着させ、表のデ

ータと正確に結びつける訓練が不可欠です。「どの条件で、どの物質が反応しているのか」を

まず整理する習慣が、正答への最短ルートとなります。 

 この問題の最大のポイントは、「水酸化ナトリウム水溶液と反応するのはアルミニウム（金属

Ｄ）だけである」という性質に気づけるかどうかです。実験データから、金属Ｄは 0.1gにつ    

き 133cm³の気体を発生させることがわかります。物質 X 1.0g に水酸化ナトリウムを加えた際

に発生した 200cm³の気体は、すべてこの金属Ｄに由来するため、比例式「0.1g : 133cm³ ＝ 

ｗ g : 200cm³」が成り立ちます。これを解くと ｗ = 20÷133 = 0.150… となり、四捨五入

して正解は 0.15g です。複数の条件から必要なデータだけを正確に抜き出す「分析力」が、合

格への大きな一歩となります。 

 

2026年度入試で差がついた問題例【２】 …   ２段階以上にわたる計算問題 

第１回入試より ４(５) 

 

(５) 空気中を音が伝わる速さは、温度が変化すると速くなったり遅くなったりします。例えば 

  88ｍ離れた壁に向かって太鼓を 1 秒間に 2 回の間隔で鳴らし続けたところ、直接聞く音と、

壁で跳ね返ってきた音がちょうど重なって聞こえました。このとき音の伝わる速さは毎秒 

    何ｍですか。 

 

【解答】 毎秒 352  ｍ  

【解説】1 秒間に 2 回鳴らし続けて直接聞く音と反射した音が重なって聞こえるので、太鼓を鳴

らしてから壁で跳ね返るまでの時間が 1/2 秒になることが判る。音速は 速さ＝距離÷時間 

で求められるので、太鼓から壁までの往復距離 176ｍを 0.5 秒で割れば求められる。なお、こ

の後の(６)は(５)が答えられないと計算できない問題のため、連動して差のつく１問となった。 

 

 


